
［私の 10 点］    

関 直美

今年の６月、彫刻家・関直美の『彫刻を生きる』が論創社から出版された。50
年にもなろうとする彫刻家としての幅広い活動内容が、さまざまな文章で綴られ、
多様な展開を見せる多くの作品も紹介されている。学生運動が頂点に達し、大学
がロックアウトされる 60年代後半の時代から、数少ない彫刻科で学んだ女性作
家として歩み出した関は、社会に対する関りを大切にしながら、海外展を含めて、
多くの展覧会などに出品を重ねてきた。今回の「私の 10点」では、木の作品を
中心に、どんな試みから彫刻作品が誕生したのか制作方法も克明に記してくれた。
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関 直美
Naomi SEKI

［
私
の
10
点
］

1949 年神奈川県生まれ　1974 年多摩美術大学・同大学院で彫刻を学
び修了、行動美術協会奨励賞受賞　1975 年グループ「外野展」活動開
始（多摩川、川崎、横浜他・以降約 10 年間）1985 年「物いう者たち
と者いう物たち」（東京都美術館）　1986 年「竹芝大作戦」（竹芝桟橋 
・東京）　1987 年公開制作「望月 in クロスワーク」（ 望月町 ・長野）
　1988 年「真冬の彫刻サクセション 長崎から仙台へ」（宮城・長崎）、

「横浜神戸現代美術交流展」（横浜、神戸）　1989 年深谷正子ダンスカ
ンパニーとの試み （俳優座劇場、草月ホール他 1998 まで 10 回）　
1991 年「プラザセレクション」（プラザギャラリー・調布）　1992 年

「カードワークス」（ ギャラリー山口・銀座）、「Woods」（XO ギャラリ
ー ・ロンドン）　1993 年「ミニマルコンプリシティ」（BAC ギャラリ
ー ・ ボストン）、　1994 年第 4 回現代日本木彫フェスティバル大賞受
賞　1995 年「Fine Art Consultancy」（クローブギャラリー・ロンドン）、

「第 3 回国際木彫シンポジウム」（ホイヤー・デンマーク）　1996 年「ウ
ッドランド国際彫刻シンポジウム」（アイルランド）　1998 年文化庁海
外 派 遣 員 と し て ア イ ル ラ ン ド に 滞 在、 個 展 Metal Art Museum 
Hikarinotani （印旛沼）　1999 年「エグシャー Arts Festival」（カーロー・
アイルランド）、「エクスプローリング」国際彫刻シンポジウム（アイルランド）　2000 年個展「公開制作 
in 上海」（上海製紙研究所 ）　2001 年「現代美術国際交流展」（アートガーデンかわさき）　2002 年「ロッ
フブーラ国際彫刻シンポジウム」（アイルランド）、個展「Sequence―数列あるいは連続」（ガレリアキマイ
ラ・東京）　2003 年「おんなのけしき世界のとどろき」（ 東京日仏学院）　2004 年個展 Metal Art Museum 
Hikarinotani　2005 年「出雲玉造アートフェスティバル」（出雲）　2006 年「大地の芸術祭 越後妻有アート
トリエンナーレ」、2007 年アーチストレジデンスプログラムでアイルランド現代美術館に滞在、個展「アイ
ルランド現代美術館プロセスルーム 」　2008 年「ACKid 2008」ダンス・紙田昇とのコラボレーション（キ
ッドアイラックアートホール）、「Art Kawasaki」Techno Hub Innovation Kawasaki　2009 年「ACKid 
2009」/ ダンス・深谷正子とのコラボレーション （キッドアイラックアートホール）　2010 年「2010214」

（ギャラリー KINGYO・千駄木）、「ダンスがみたい」ダンス・深谷正子とのコラボレーション（d- 倉庫・日
暮里）　2011 年「2011214」（ギャラリー KINGYO ）、「Exhibition ACkid 2011」（キッドアイラックアー
トホール アネックスギャラリー ）　2012 年「2012214」（ギャラリー KINGYO）、「立体造形」（ART 
FORUM JARFO ・ 京都・以後毎年）　2013 年「Exhibition ACkid 2013」（キッドアイラックアートホール 
アネックスギャラリー）、「田人の森に遊ぶ ART MEETING」いわき（2013, 2014, 2016, 2018）　2014
年「ACkid 2014」ダンス：若尾伊佐子（キッドアイラックアートホール ）、「Cross Five」（銀座煉瓦画廊）、

「BRA-BA!（ブラーバ）2014」かわさきアートフェスティバル （川崎市市民ミュージアム）　2015 年
「EXISTENCE 存在 / 二つの代謝する細胞」（Gallery COEXIST-TOKYO・）、「アートプログラム青梅　感性
を開く― 一人ができること」（吉川英治記念館 ）　2016 年「同時代アンデパンダン」（同時代ギャラリー・
京都）、「JARFO 京都画廊 GRAND OPEN Part.3」2017 年「アートアイランズ TOKYO」/ 大島（2017.9）、
父島（2017.12）、新島（2018.9） 　2018 年「かがわ・山なみ芸術祭」（綾川町・香川）　個展「Inspecting 
- 検証する」（天王洲セントラルタワーアートホール）　 2019 年「Midnight Art with Dance」Dao Xuan 
Festival （ベトナム）、アーチストインレジデンス「Art Bio Toilet Project」（Bank ART Station・Kamban’
s House、フェロー諸島・R16 studio、横浜）　2020 年「マスク展」（JARFO 京都）　2021 年「JAALA 国
際交流展」（横浜）　2022 年「現在進行形」（ゆう桜ヶ丘コミュニテイセンター・多摩）、「木更津みなとぐち
アートプロジェクト」（愛染院 ・千葉）、「1000 枚 Drawing」（GALLERY KINGYO）、「Braid」ダンス深谷正
子との Duo（アトリエ第 Q 芸術 ・世田谷）、「大地 (Ground) いまを生きる」（千年画廊伊之助、池之端画廊 ）
　2023 年個展「彫刻を生きる」（Gallery KINGYO）、「アートエコーまんのう」（まんのう公園 ・ 香川）

思わずさわったら揺れる、という意外性
足にスプリングをはかせている。となり合わさる各木材の間にヒンジ（蝶番）を二箇所ず
つ取り付け、ドアのように自在に開閉する。その隙間にくさびを挟みアールを形成。
この揺れるシリーズは、足にスプリングをつけると揺れるたびに少しずつ地面から動いて
しまう。高さがある形態ではバランスを失い作品が倒れたことがある。
鉄板を敷いてスプリングを固定すればいいのだが、床に敷いた鉄板がどうしても見えて気
になる。そう、安全性を重視しすぎると面白みに欠けることがある。

《Untitled》
ギャラリー山口（東京）　1990 年
210 x 90 x 210cm  米マツ、スプリング、ヒンジ他  
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テンション＝緊張
長い木材を浮かせるためには、どのくらいの位置
にどのくらいの重さをかければバランスがとれる
か。この作品を含めて木ばかり使っているように
見える作品の中で、その部分の固定が必要な場合
は鉄を溶接してジョイントをつくる　ちなみに溶
接は好きな仕事だ。

《Untitled》
プラザギャラリー（東京）　1992 年
850 x 200 x 30cm  米マツ、帯鉄他　　
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《交信 02》
第 4 回現代日本木刻フェスティバル ( 岐阜県 )　 1994 年
150 x 190 x 300cm　米マツ、アルミ、ワイヤー他　　

木材のスクエアに象の鼻のような飛び出たアルミパーツがバランスを取るためには、立方体の
木材のおもりはどのくらい、どの位置に固定したら成立するかを試してみた。
昔の竿秤（さおばかり）をご存知だろうか。長さ 60cm くらいの竿についているヒモを片手で
持ち上げ、計りたいものを右にぶら下げて、左にぶら下がっている分銅を竿が水平になるまで
動かし、その状態で竿に書いてある目盛りを読んで重さを計るというもの。そんなイメージに
近い作品。
前ページの作品では溶接部分が紐の位置になる。この作品ではおもりを吊るす点が紐の位置。
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アルミの長いパーツを気持ちのいい角度で止めることをめざした。”いい加減” の位置
を探り当てワイヤーで固定している
この頃こんなことがあった。
アトリエでテストする工程でパーツをチェーンブロックにぶら下げ、チェーンをガラ
ガラたぐり始めた時、バランスが取れずにパーツはふられて外へ飛び出した。一瞬の
ことだった。　アトリエのガラス扉 2 枚が外へ倒れた。外には誰もいなかった。いやあ、
助かった。それからは、天井の梁のチェーンブロックを 1 個だけでなく 2 個に固定し
て使うようにしている。

《Untitled》
神奈川アニュアル 神奈川県民ホール（横浜）　　1996 年
270 x 400 x 800㎝　米マツ、アルミ、ワイヤー他  
　

《神樹を使う》
ガレリアキマイラ（東京）  1996 年
上 200 x 200 x 10cm アルミ他
下右 200 x 220 x 45cm  アルミ、神樹他
左 150 x 210 x 42cm アルミ、神樹他

アルミをサンドイッチにした神樹はどのくらい斜めに耐えられて自立するか。アルミにはめ込
んだブルーのパーツは垂直を示す。
台風で倒れた神樹を譲り受け半裁した。向かって右が木の上の部分、左が根本の部分でその分
太い。それらを立てに半裁してアルミのパーツを挟み込んだ。
もう一つの作品も小さなジョイントで上のアルミのパーツを支える試み。
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w3m x d1,2m x h30cm のスクエアを細い 3 本の足
で立たせてみる。垂直に足が生えているのではな
い、足は逆 L の形態をしている　ジョイントとし
て鉄の 2 x 2 cm 角でアールをつくりスクエアに
埋め込んでいる　
木材は吸収した二酸化炭素が固定されているのだ
が、いや私がつくり続けてきた年月も固定したい
と「記憶容量」と命名。

《記憶容量》
千空間（東京）　　2001 年
300 x 200 x 120cm マツ、鉄他  

立てた木材 17 枚に鉄板を差し込んで前のめりに立たせてみる。
丸太から角材を取ると皮の部分が残る。その部分をいつか使っ
てみようと思っていた。
会場のメタルアートミュージアムは 2 間の幅で 10 間近くの細
長い空間、その空間に呼応した。
注：1 間は約 1.82m

《Untitled》
メタルアートミュージアム（千葉）　1998 年
45 x 220 x 800  マツ、鉄板他  

撮影 / 奥村基　

自身撮影
日付けあり
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長い角材を曲げてみる
角材の曲げたい位置を中心に長さ 40cm
ほどに、細かく切れ目を入れその部分
をお湯につける。柔らかくなった頃合
いを見て切れ目にボンドを入れて曲げ
る。柔らかくなったとはいえ曲げるに
は、それでも相当な抵抗力がある。
例えば山形県の天童木工の家具のよう
な曲げのテクニックを、いつか自分で
やってみようと思っていた。それを
逆 L 字にワイヤーとワイヤーフックで
固定していった。ワイヤーフックは一
方方向に動かして固定する器具、ピク
チャーレールに使われている。
曲げた木を立たせる行為を繰り返す　
それは起承転結のないドラマ

《数列あるいは連続へ》
ガレリアキマイラ（東京）　2002 年
メインホール　　ツガ、ワイヤー、ワイヤーフック他
左上　120 x 220 x 80cm　ツガ他
左下　140 x 160 x 7　米マツ、鉄板他

撮影 / 玉内公一
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アイルランドで参加した国際シンポジウムのひとつ、Offaly での現場制作。
どこまでも続く平坦なスペースの現場で、天を仰ぐパーツをつくり固定した。遠くに低い森が
ある。その森から白樺を掘ってきて植えてみた。もちろん許可をいただいている。

《A Tree in A sculpture》（Offaly, Ireland）　2002 年

270 x 800 x 600㎝　 
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下から仰ぎ見る作品をつくる
会期中に水をやらなくて済むアロエを選んで植栽した。
植物を使うこと、それは有機的なフォルムを加えるこ
と。一方の、壁から飛び出た作品は、帯鉄をどの角度
で溶接したらいい感じの鉄の
" たわみ " が得られるかを試し
てみた。

《高みから》
メタルアートミュージアム（千葉）　2004 年
a 180 x 225 x 90cm（吊った状態） マツ、鉄板、アロエ他  
b.30 x 180 x 120cm（壁に固定）

《階段のゆくえ》
Gallery KINGYO（東京）
280 x 270 x 70cm  ランバーコア、プーリー他  2023 年

今回、木を中心に作品を選んだので、近作も木を使った作品にした。とはいえラ
ンバーコアという集成材を使用している。なぜか　いわゆる「木」にこだわらな
くてもいいという単純な動機から集成材も木の仲間である。ランバーコアは軽い。
　それでも組み立てると一人で取りまわすにはちょっと面倒だ。
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関 直美
Interview

　

川
崎
市
幸
区
の
密
集
し
た
住
宅
地

に
彫
刻
家
・
関
直
美
の
ア
ト
リ
エ
が

あ
る
。
道
路
に
面
し
た
ス
リ
ガ
ラ
ス

の
引
き
戸
を
開
け
る
と
、
い
き
な
り

ア
ト
リ
エ
と
な
る
。
そ
こ
に
は
、
今

回
最
新
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
コ
ン

ポ
ス
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
シ
リ
ー
ズ

作
品
《
階
段
の
ゆ
く
え
》（
21
頁
参
照
）

が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
昨
年
、

木
更
津
市
で
行
わ
れ
た
「
木
更
津
み

な
と
ぐ
ち
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
出
品
要
請
を
受
け
た
同
シ
リ
ー
ズ

の
作
品
も
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
。

　
「
お
嫁
に
行
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
出

戻
っ
て
来
た
。
お
嫁
に
い
け
な
い
シ

リ
ー
ズ
で
す
」
と
、
冗
談
交
じ
り
に

作
家
は
語
る
。
冒
頭
か
ら
、
こ
の
シ

リ
ー
ズ
の
作
品
に
つ
い
て
話
が
弾
ん

だ
。

　
〈
コ
ン
ポ
ス
ト
〉（com

post

）
と

は
日
本
語
に
直
せ
ば
「
堆
肥
」
の
こ

と
だ
。
生
ゴ
ミ
や
落
ち
葉
、
糞
尿
な

ど
の
有
機
物
を
、
バ
ク
テ
リ
ア
の
働

き
に
よ
っ
て
、
発
酵
、
分
解
さ
せ
て
、

自
然
に
循
環
さ
せ
る
と
い
う
、
昔
か

ら
あ
る
人
間
の
知
恵
。
か
つ
て
の
畑

の
肥
溜（
こ
え
だ
め
）が
分
か
り
易
い
。

人
間
の
糞
尿
も
堆
肥
と
し
て
肥
料
に

変
え
て
活
用
し
て
き
た
、
そ
れ
が
現

代
で
は
化
学
肥
料
に
置
き
換
わ
っ
て

い
る
。

　

そ
の
コ
ン
ポ
ス
ト
の
考
え
方
を
、

彫
刻
作
品
に
取
り
入
れ
て
制
作
し
て

い
る
の
が
、
関
直
美
の
最
新
作
《
階

段
の
ゆ
く
え
》。
こ
の
作
品
の
階
段
を

登
る
と
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
が
設
置

し
て
あ
る
。
実
際
に
使
え
る
機
能
を

備
え
た
彫
刻
作
品
だ
。
循
環
型
社
会

の
発
想
で
自
然
環
境
に
優
し
い
作
品

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
行
政
機
関
も
含

め
多
く
の
人
達
の
関
心
を
集
め
る
。

そ
れ
で
展
覧
会
な
ど
へ
の
出
品
要
請

が
多
い
が
、
最
終
的
に
は
水
洗
ト
イ

レ
と
い
う
現
代
社
会
の
便
利
な
設
備

に
慣
れ
て
い
る
現
代
人
に
は
、
現
実

的
に
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
使
用
ま

で
は
踏
み
切
れ
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
る
よ
う
だ
。
彫
刻
と
一
体
化
さ
せ

た
作
家
の
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
も
、
作

品
と
し
て
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
も
、

循
環
型
社
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

す
る
そ
の
先
ま
で
行
く
の
は
難
し
く
、

モ
デ
ル
展
示
に
留
ま
り
「
お
嫁
に
い

け
な
い
シ
リ
ー
ズ
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
今
の
世
の
中
便
利
が
当
た
り
前
、

ト
イ
レ
に
し
て
も
ボ
タ
ン
、
あ
る
い

は
ノ
ブ
を
引
く
と
サ
ー
ッ
と
水
が
流

れ
て
綺
麗
に
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な

利
便
性
に
異
議
を
唱
え
た
い
。
コ
ン

ポ
ス
ト
ト
イ
レ
は
水
の
な
い
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
森
や

畑
の
中
、
水
の
代
わ
り
に
土
な
ど
を

使
用
す
る
。
土
と
排
泄
物
を
撹
拌
し

一
定
の
量
に
な
っ
た
ら
土
に
返
す
。

だ
か
ら
使
用
後
は
便
器
の
中
で
撹
拌

す
る
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
そ
れ
は
な

ん
か
惨
め
な
気
分
に
な
っ
て
嫌
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
作
品
は
大
き
な

ギ
ア
を
繋
げ
て
回
し
て
攪
拌
す
る
よ

う
に
作
っ
て
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
で

し
ょ
う
。
ギ
ア
が
連
結
し
て
攪
拌
す

る
か
ら
、
み
ん
な
面
白
が
り
ま
す
」。

　

と
は
言
っ
て
も
、
作
家
自
身
も
実

際
に
ト
イ
レ
と
し
て
使
っ
た
こ
と
は

な
い
と
い
う
。

　
「
自
分
で
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
を
試

し
て
な
い
ん
で
す
け
ど
、
３
、４
年
前

か
ら
野
菜
く
ず
の
コ
ン
ポ
ス
ト
を
や

り
始
め
て
い
ま
す
が
、
虫
も
い
な
け

れ
ば
、
臭
い
も
し
な
い
。
和
歌
山
に

住
ん
で
い
る
小
さ
い
子
供
が
い
る
４

人
家
族
が
普
通
の
コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ

レ
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
一
週
間
持

つ
と
言
い
ま
す
。
で
す
か
ら
一
週
間

に
一
回
、
畑
へ
持
っ
て
い
っ
て
腐
葉

土
（
堆
肥
）
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
は
、
排
泄
物
を

か
き
混
ぜ
て
酸
素
を
入
れ
て
、
バ
ク

テ
リ
ア
が
美
味
し
い
よ
と
食
べ
る
と

臭
い
が
な
く
な
る
。
攪
拌
す
る
と
い

う
の
が
大
事
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
ま

ず
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
。
だ
か
ら
無

農
薬
の
畑
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
人
、

理
解
の
あ
る
人
は
す
ご
く
喜
び
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
趣
旨
を
理
解

し
て
置
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
、
是
非
、
置
い
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
そ
ん
な
方
の
元
へ
出
前
し
ま

す
！　

と
い
う
気
持
ち
で
す
」。

　

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
に
つ
い
て
語

る
関
直
美
の
語
り
口
は
、
自
ら
の
彫

刻
作
品
を
説
明
す
る
時
と
同
じ
よ
う

に
闊
達
に
楽
し
そ
う
だ
。
社
会
批
判

を
し
よ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
強
く

感
じ
さ
せ
な
い
。
大
き
な
歯
車
を
連

結
し
て
排
泄
物
を
攪
拌
す
る
と
い
う

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
彫
刻
作
品
と
し

て
、痛
快
に
社
会
に
訴
え
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ら
し
い
手
法
を
取
っ
て
い
る
。

《
階
段
の
ゆ
く
え
》、
つ
ま
り
階
段
を

上
っ
た
先
に
ト
イ
レ
が
あ
る
の
は
、

《千単位》千空間（東京）2005 年　ホワイトセメント、ベンガラ他
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大
き
な
歯
車
を
使
う
彫
刻
作
品
と
し

て
の
魅
力
あ
る
構
造
の
た
め
に
そ
う

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
３
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
も
の
だ
が
、
今
回
の
「
私
の

10
点
」
に
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
関

直
美
は
常
に
彫
刻
の
持
つ
面
白
さ
を

伝
え
よ
う
と
様
々
な
作
品
を
発
表
し

て
き
て
い
る
。
微
妙
に
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
た
緊
張
感
の
あ
る
作
品
か
ら
、

木
の
素
材
だ
け
で
な
く
、
シ
リ
コ
ン

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
っ
た
作
品
な

ど
幅
広
い
表
現
を
見
せ
て
き
た
。
今

年
、
著
し
た
『
彫
刻
を
生
き
る
』（
論

創
社
）
に
詳
し
く
載
っ
て
い
る
が
、

こ
の
本
を
出
そ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
を
聞
く
と
、　　
　
　

　
「
彫
刻
っ
て
面
白
い
よ
、
と
い
う

こ
と
が
言
い
た
か
っ
た
の
で
す
ね
。

２
０
０
６
年
に
彫
刻
家
の
吉
本
義
人

さ
ん
と
打
合
せ
を
し
て
い
た
時
〈
彫

刻
は
危
機
だ
〉
と
彼
が
言
っ
た
言
葉

が
、
な
ん
か
刺
さ
っ
て
ね
。
考
え
て

み
た
ら
知
ら
な
い
う
ち
に
、
90
年
代

頃
か
ら
、
彫
刻
の
世
界
も
元
気
が
な

く
な
っ
て
き
た
な
と
感
じ
て
い
た
ん

で
す
よ
。
そ
の
当
時
、
私
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
美
術
館
で
の
彫
刻
家
の

個
展
は
堀
内
正
和
さ
ん
、
土
谷
武
さ

ん
が
や
っ
て
い
ま
し
た
。
作
家
の
若

い
頃
か
ら
の
作
品
を
俯
瞰
し
て
観
る

こ
と
で
何
か
が
見
え
て
来
る
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
作
家
だ
け
で
は
な
く
て
、

日
本
の
彫
刻
の
歴
史
も
。
だ
け
ど
そ

れ
以
降
そ
う
し
た
展
覧
会
が
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
途
端
に
若
い
作
家
が
大

き
な
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
展
示
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
じ
ゃ
な
く

て
、
彫
刻
は
地
味
で
す
が
、
そ
の
仕

事
を
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
考
え
て
く

れ
る
、
美
術
の
専
門
家
が
今
は
い
な

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
ね
」

　

コ
ン
ポ
ス
ト
ト
イ
レ
の
話
か
ら
、

話
題
は
日
本
の
彫
刻
家
の
現
状
ま
で

広
が
っ
て
い
っ
た
が
、
関
直
美
は
彫

刻
を
如
何
に
大
切
に
考
え
て
い
る
か

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
「
若
い
人
に
彫
刻
を
や
っ
て
下
さ
い

と
い
う
つ
も
り
は
な
い
で
す
け
ど
、

彫
刻
の
基
礎
を
学
ぶ
と
物
の
質
感
が
、

不
思
議
と
身
に
付
く
ん
で
す
よ
。
絵

画
か
ら
レ
リ
ー
フ
と
か
立
体
を
作
る

作
家
が
出
て
き
ま
す
が
展
覧
会
を
見

に
行
く
と
、
こ
の
人
彫
刻
学
ん
で
な

い
な
、
こ
の
人
彫
刻
や
っ
た
な
と
分

か
る
ん
で
す
。
言
い
た
い
の
は
そ
の

こ
と
な
ん
で
す
。
彫
刻
を
学
ん
だ
か

ら
と
い
っ
て
彫
刻
を
や
ら
な
く
て
い

い
け
ど
、
彫
刻
的
な
基
礎
が
あ
れ
ば

モ
ノ
の
性
質
、
存
在
感
が
分
か
る
。

そ
れ
を
若
い
時
に
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て

も
ら
い
た
い
な
と
い
う
気
持
は
あ
り

ま
す
ね
」。

　

こ
う
し
た
美
術
家
と
し
て
の
在
り

方
に
話
題
が
広
が
る
と
同
時
に
、
現

代
の
作
家
の
社
会
性
に
つ
い
て
も
考

え
て
い
る
。

　
「
私
た
ち
の
時
代
は
作
家
と
作
品
と

い
う
捉
え
方
が
あ
っ
て
、
作
家
も
大

事
だ
と
言
っ
て
い
た
け
ど
、今
は
違
っ

た
や
り
方
が
あ
る
。
ド
ク
メ
ン
タ
に

し
て
も
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
集
団
で

デ
ィ
レ
ク
ト
し
た
企
画
が
、
一
人
の

作
品
で
は
な
く
、
集
団
で
や
っ
て
い

る
作
品
を
引
っ
張
っ
て
来
た
。
一
人

で
作
る
作
品
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
集
団
で
や
れ
ば
時
間
は
早
く

で
き
る
。
作
品
が
よ
け
れ
ば
そ
れ
で

い
い
ん
で
す
ね
。
運
慶
は
同
じ
時
代

の
10
年
間
に
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
に
作

品
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
、
そ
の
く
ら

い
集
団
を
う
ま
く
使
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
瀬
戸
内
国
際
美
術
展
な
ど
を

見
る
と
、
も
の
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
事
を
成
す
、
イ
ベ
ン
ト
を
す
る

と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー

ト
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
結
果
的
に

彫
刻
的
な
も
の
が
残
る
と
い
う
こ
と
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で
は
な
く
、事
が
大
事
、行
為
が
大
事
、

み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
か
。
こ
の
辺
も
言
い
た
い
ん

で
す
け
ど
」。

　

さ
ま
ざ
ま
な
話
題
に
話
が
飛
躍
し

て
、追
い
か
け
て
い
く
の
が
大
変
だ
っ

た
が
、話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、『
彫

刻
を
生
き
る
』
作
家
・
関
直
美
が
現

在
、
コ
ン
ポ
ス
ト
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
シ

リ
ー
ズ
に
辿
り
着
い
た
と
い
う
こ
と

は
、必
然
と
し
て
思
え
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
自
然
環
境
、
人
間
社
会
の

中
で
、
彫
刻
家
と
し
て
生
き
て
い
こ

う
と
す
る
作
家
が
、
真
摯
に
現
状
を

感
じ
取
り
、
作
品
を
制
作
し
て
い
く

過
程
で
創
造
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ

も
声
高
に
環
境
問
題
を
語
る
の
で
は

な
く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
彫
刻
と
し
て

発
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
正
し
く

彫
刻
家
な
の
だ
。
こ
れ
か
ら
、
ま
た
、

ど
ん
な
展
開
の
新
し
い
作
品
を
発
表

し
て
い
く
の
か
、気
に
な
る
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
だ
。
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